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紙飛行機制作から始める
問題解決・情報デザイン・
データ活用の授業

アサンプション国際高等学校（大阪）

情報科教諭 岡本 弘之

https://www.okamon.jp

okamoto@assumption.ed.jp

情報Ⅰ・２回目の改善

•プリントを冊子形式にした

→１～２時間で１つの冊子を完成・提出

•授業を「ミニ実習→知識整理→確認課題」とした

→体験的に理解させ、理解できたかをすぐ確認

•一人１台環境をふまえ普通教室で授業した

→QRコードの利用で授業がスムーズ

•進度にメリハリ

→１学期でP100まで進む、後半は実習し放題
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１．はじめに

授業のねらい

• 「問題解決の手順」を体験的に学ばせたい

•日常でも「問題解決の手順」を活用させたい

• 「よく飛ぶ紙ひこうき制作」の実習を通し、体験的
を通して学ばせたい

•欲張って「情報デザイン」の視点、データ活用の一
部（代表値、箱ひげ図）も必要性の中で学ばせた
い
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２．授業の実践

授業の流れ

0.5時間 【2.1 情報を集める】
・Webサイトなどでよく飛ぶ紙ひこうきの折り方・
飛ばし方を調べる

1時間 【2.2 紙ひこうきを制作し手順書も作る】
・実際に制作し、作り方を他の人に伝える手順書を
手書きで作る

1時間 【2.3 紙ひこうきを飛ばし分析する】
・制作した紙ひこうきを飛ばし、飛距離を計測し
データ分析を行う。

0.5時間 【2.4 振り返る】
・実習を振り返り、問題解決の手順について振り返
りを行う。
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２．１ 情報を集める（0.5時間）

①目標を確認する

・「A4コピー用紙を使って、よく飛ぶ紙飛行機を作る」

２．１ 情報を集める（0.5時間）

②解決案の立案に向けて調べる

・「よく飛ぶ紙飛行機の作り方」・「飛ばし方」を調べる

２つ以上のサイト・動
画で調べる
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２．２ 紙飛行機と手順書作成

①前半：自分が採用した紙飛行機を制作する

写真は2019年度実践時の写真

２．２ 紙飛行機と手順書作成

②後半：制作した紙飛行機の折り方（手順書）作成

手書きで作る
←表現のしやすさ
＋時間短縮
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生徒の手順書の例

2.3 紙飛行機を飛ばし分析

①紙飛行機を飛ばしてみる

練習（10分）→10回飛ばし記録→他の人と交換
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2.3 紙飛行機を飛ばし分析

②データを分析する

・「よく飛ぶ」とはどういうこと？→代表値

・箱ひげ図の値を計算する

2.3 紙飛行機を飛ばし分析

次年度への改善

・箱ひげ図の比較・分析までさせればよかった
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2.3 紙飛行機を飛ばし分析

③評価

・結果から改善すべきことを分析する

2.4 振り返り（知識の整理）

教科書の内容を「知識の整理」として確認
・問題解決の手順を実習の体験と重ねながら説明
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2.4 振り返り（知識の整理）

身近な問題解決の例について考えさせる
・スマホはどのような問題解決のための商品だろう？
・問題解決のための商品やサービスの例を考えよう！

2.4 振り返り（知識の整理）

•問題解決のフレームワークも簡単な実習を交え
て説明する
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３．授業の結果

紙飛行機づくりは楽しい

•生徒が興味を持ち楽しんで取り組めるテーマ

•情報収集・制作・実行どの段階も楽しい

•結構真剣になる →改善したくなる

•実行した結果（成功・失敗）が明らかに見える

•失敗しても笑える
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情報デザインの視点から

•手順書は「相手に伝える」ことを意識させやすい

•手法を説明をしただけで生徒は意識できる
ない時 ある時

データ分析の視点から

•目的が明確→「よく飛ぶ紙飛行機」かを確認

• 「よく飛ぶ」とは何か？→代表値の話へ

• 「よく飛ぶ」を可視化する →箱ひげ図へ

手順をワークシートに
書くことでスムーズ

→情報科では分析が大切
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生徒の振り返りから①

紙飛行機の問題解決をやってみて

•自分の紙飛行機を別の人に飛ばしてもらうこと
で、飛ばし方に課題があることが明確になった

• （紙飛行機の折り方の説明を作ってみて）わかり
やすく情報を伝えるのは難しい

•ただ実行するだけでなく、1回1回改善すること
を意識して実行することが大事と分かった

•実際に実行してから、改善点を探すことで結果
が得られる

•問題解決の途中には失敗があって当然というこ
とが分かった

生徒の振り返りから②

問題解決で大切なのは情報を集めること

• 問題を解決するためにいきなり行動するのではなく、
情報を集め考えてから行動する方がうまくいく

• 問題を解決するためには、まず問題を整理すること
から始めると解決方法が見えてくると思った

• わからないことは調べたり他の人と相談することが
良いアイデアにつながることに気が付いた

• 現代の問題解決にはインターネットやスマートフォン
から得る情報が貴重と感じた

• 大きな問題も、解決のための情報はたくさんあるの
で、順序だてて考えることで解決に結びつく

• 大量の情報があるからこそ、情報の真偽を見抜くメ
ディアリテラシーは大切と思った
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生徒の振り返りから③

問題解決の考え方は普段でも役に立ちそう

• 一度練ったアイデアを実際にやってみて、その結果を
分析してまたつなげるのは勉強でも何でもつながる
と思った

• みんなで何かを作るとき、アイデアがごちゃごちゃに
なりやすいから、イメージマップなどを使って見やす
く可視化するのはよいと思った

• PDCAサイクルを活用することで、例えば学院祭の計
画から改善までの順序がうまくいくと思う

• ブレーンストーミングはみんなにやさしい問題解決法
だと思った

• 問題に対してただがんばるだけでなく、分析的に考え
てこうどうすることが有効と思った

生徒の振り返りから④

問題解決は難しそうだけど普段からやっていること

• PDCAサイクルという言葉は初めて聞いたけど、問題を
解決するために無意識で活用していることに気づいた

• 問題解決って難しいと思っていたけど、普段自分たちが
やっていることと思った

• 自分自身も習い事でどうやったらうまくなれるかと問題
解決を考え練習をした

• 問題解決は文字にすると堅苦しくて難しいことを言って
いる気がするが、普段自分たちが行っていることだと
知った

• 普段頭の中で考える手順が言語化されてすっきりした
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４．まとめ

紙飛行機制作の実践は

•生徒に身近なテーマで意欲的に取り組めた

•作り方を伝える手順書を作る中で、情報デザイン
の手法を意識することができた

•紙飛行機の性能を確認するためにデータ分析を
行う流れは生徒の意欲を高めることができた

•体験を通して問題解決の手順を学ぶことができた

•体験により理解が深まり、問題解決を身近に感じ、
日常でも役立てようとする意欲が見られた

授業としてうまくいった！
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最後に授業を共有します！

•今日のプリントもWebに掲載しています
「情報科の授業アイデア」 https://okamon.jp

情報科の先生方つながりましょう！
okamoto1216@gmail.com

 Facebook友達申請歓迎します
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